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トルコギキョウ新品種「エグゼ」シリーズの育成

Breedlng of New Eustoma Va�eties “Exe''

多田幸広・宇次原清尚・安江隆浩・・三輪俊貴"

Yukihio TADA,Kiyohisa U」 IHARA,Takahiro YASUE and Toshikl MIWA

要 約 :農業技術センターで交配した系統の中から、3系統を「エグゼ」シリーズとして育成した。「エグゼJシ リー
ズは、キキョウ様花形を有する新規性のある一重咲きのFl品種である。分枝数及び花らい数は多く、草丈は高いた

めポリュームのあるシリーズである。

「エグゼ」シリーズは花弁基部の色が緑色であり、「エグゼパープル」は花弁表面の色が青味紫色、「エグゼピンク」

は紫ピンク色、「エグゼホワイト」は自色である。

「エグゼ」シリーズの早晩性は中生である。適応作型は、本県平坦地の6月 ～7月 開花の作型及び中山間地の 8

月～9月 開花の作型である。

なお「エグゼパープル」及び「エグゼピンク」は、品種登録出願中である。

キーワード:ト ルコギキョウ、育種、新品種、Fl、 キキョウ様花形、中生

緒  言
トルコギキョウは、本県中山間地から平坦地まで幅広

い地域で栽培されている主要な切り花品目である。

しかし近年、産地間競争が激化しており、岐阜県オリ

ジナル品種 (オ ンリーワン品種)による他産地との差別

fヒは、県内産地の競争力を高めるための大きな原動力の

一つとなる。

そこで、キキョウ様花形を有した新規性のあるトルコ

ギキョウ新品種 「エグゼ」シリーズ 3品種を育成した

のでその育成経過と特性について報告する。

なお、「エグゼピンク」 (第20379号 )及び「エグゼパー

プル」 (品種登録出願番号第2C1378号 )は品種登録出願

中である。

育成経過

1 育成場所及び方法
育成場所 :農業技術センター育種ハウス

育成方法 :交雑育種法

2 育成の経過
(1)「エグゼピンク」

(ア)211112年

中間母本 畔A― P-1」 及び「NA 01-1」 を選抜し、

固定を完了した。

オ中山間農業研究所試験研究部
*・ 総合企画部研究開発課

(イ )21X13年 7月

円ちヽ―P-1」 を子房親に、「Mヽ 01-1」 を花粉親と

して交配を行つた (表 1)。

(ウ)21X14年 7月

キキョウ様の花形でピンク色の系統を一次選抜した。

0 21X15年 7月

二次選抜及び特性調査を行った。

(オ)211116年 6月

特性検定を実施した。

(2)「ェグゼパープル」

(ア) 2002年

中間母本 「01-5」 及び 「YA― W-1」 を選抜し、

固定を完了した。

(イ )21X13年 7月

「01-5」 を子房親に、「YA― W-1」 を花粉親とし

て交配を行つた (表 1)。

(ウ)21X14年 7月

キキョウ様の花形で紫色の系統を一次選抜した。

l‐  2CX15年 7月

二次選抜及び特性調査を行った。

(オ)21X3年 6月

特性検定を実施した。

(3)「エグゼホワイト」

(7) 21X13年



表 1 育成品種の花色と親系統

子房親

エグゼ ビ ンク (桃色)

エグゼパープル (紫色)

エグゼホワイ ト (自色)

1■ ―P-1

01-5

YA―W-1

(桃色)

(紫色)

(自色)

NA01-1      (自 色 )

YA― W-1       (自 色 )

R(01-5× YA―W-1) (自 色 )

中間母本 F3(015× lし 一ヽW-1)を 選抜し、固定を
完了した。

(イ)2004年 7月
「YA― W-lJを 子房親に、「R(ol-5× YA― W―
1)Jを花粉親として交配を行った (表 1)。

(ウ)2005年 7月

Fi系統の一次選抜を行つた。

lJ1 211116年 7月

二次選抜及び特性調査を行つた。

育成品種の特性 (季咲き作型 )

1 特性調査の栽培概要
(1)試験場所 :農業技術センター 育種ハウス
(2)供試材料

( )は花色

(ウ)自  色 :

「ピッコロホヮイ トJ(サカタ :早生)
「つくしの雪」 (サカタ :晩生)

に)耕種概要
(ア,播 種 日 :2005年 1月 15日
(イ)ト レ イ :406穴セル成形 トレイ
(ウ)培   土 :メ トロミックス360
1‐l定 植 日 :2006年 4月 8日
1オ)栽植間隔 :株間10cm、 条間12c皿

4条並木植え/畦、中央 2列抜き

2 特性
交配親にEz凱″α″αlra″ 771の選抜系統を用いていて

おり、花弁幅が小さく 花弁先端が凸型のキキョウ様花
形を有した系統を選抜して、季咲き作型における特性調

査を行った。

(1)早晩性
「エグゼJシリーズの早晩性は、対照品種の開花時期
との相対的な比較から、概ね中生である (表 2).

(2)花の特徴
「エグゼ」シリーズは、花弁先端が鋭形である。さら

に花弁幅が小さく花弁長が長いため、独特なキキョウ様

な花型を有している (表 2)。

「エグゼピンクJは 花弁表面の色はピンク色の単色

節数  茎太 分枝数 花ら
い数

(節) (mm) (本) (個 )

花弁  花弁
長   幅
(cm)   (cm)

(ア )

(イ )

(ウ )

(3)

(7)

ピンク色

紫  色
自  色
対照品種

ビンク色

「キュー ト

「ワイル ド

紫  色

「エグゼピンクJ

「エグゼパープル」

「エグゼホワイトJ

ピンクJ(サカタ :中生)

ビンク」 (ミ ヨシ :晩生)

(対照 )

(対照 )

到花  草丈  茎長
日数

(日 )  (clo)  (cnl)

91

102

98

「ニュースモールバイオレット」 (ミ ヨシ :中晩生)

「キュー トパープルJ(サカタ :中生)

表 2 エグゼシリーズの切り花品質 (平成 17年 4月 8日 定植)
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18

品種名

【本ぽ自然日長】

エ グ ゼ ピ ン ク

エ グ ゼ パ ー プル

エ グ ゼ ホ ヮィ ト

22     40

29     42

29      41

表3 エグゼシリーズの切り花品質 (平成 18年 6月 7日 定植、於 :中晨研)

特 性
到花

日数

(日 )

73

76

77

草丈 節数  茎太  分枝
数

(節) (lo n) (本 )

花ら  花径  花弁  ロゼ
い数     長   ット
(個 )  (cnl)  (cm)  (°/.)(cm)

65
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エクローサピンク

つ く し の 雪
【本ぼ短日処理】

エ グ ゼ ピ ン ク

エ グ ゼ パ ー プル

エ グ ゼ ホ ワィ ト

31   45

31   42

32     44
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31
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エ ク ローサ ピ ンク (対照 )

つ く し の 雪 (対照 )
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本ぽ短日処理 :olν～″12

-重である。「エグゼパープルJは、花弁表面の色は紫
色の単色一重である。「エグゼホヮィ トJは、花弁表面
の色は自色の単色一重である (表 1)。

13)分枝性及び草姿
「エグゼ」シリーズは季咲き作型において、対照品種

と比較して分枝数が多い傾向があり、花らい数が多い。

さらに草丈が高いため、ポリュームのある品種である

(表 2)。

育成品種の特性 (半抑制作型 )

1 特性調査の栽培概要 (半抑制作型)
(1)試験場所 :中山間農業研究所 雨よけハウス

標高493m

6条並木植え/畦
(力)日 長操作 :本ぽ短日処理

17時～翌日8時までホワイ トシルバー

で畦をトンネルで被覆

2 特性
「エグゼ」シリーズの中山間地における半抑制作型に

おける特性調査を行った。

(1)早晩性
「エグゼJシ リーズの早晩性は、対照品種の開花時期
との相対的な比較から、概ね中生である (表 3).

12)分枝性及び草姿
「エグゼJシ リーズは季咲き作型において、対照品種
と比較して分枝数が多い傾向があり、花らい数が多い。

草丈は対照品種と同等程度あり、ボリュームのある品種

である (表 3)。

13)日 長操作

本ぼにおける短日処理を行うことにより、「エグゼJ

シリーズは到花日数が増加した。また草丈が高く、分枝

数及び花らい数が増加して、切り花品質が向上した (表

3)。

(4)ロゼット

本ぽ自然日長ではロゼットの発生はどの品種でも認め

られなかったが、短日処理をすることにより「エグゼJ

シリーズにロゼットの発生が認められた (表 3)。

(2)供試材料

(ア)ピ ンク色
(イ)紫  色
(ウ)自  色
(3)対照品種

(■ ビンク色

(イ)自  色
(4)耕種概要

(7)播 種 日

(イ)ト レ イ
(ウ)培  土
l‐l定 植 日
(オ)栽植間隔

「エグゼピンク」

「エグゼパープル」

「エグゼホワイ トJ

「エクローサビンク」

(サカタ :中早生)

「つくしの雪J(サカタ :晩生)

2007年 4月 20日

288穴セツレ成形 トレイ

メトロミックス350

2006年 6月 7日

株間12cm、 条間12cn



登録出願品種の特性 (半促成作型 )

1 特性検定の概要 (半促成栽培)
(1)試験場所 農業技術センター鉄骨ハウス
(2)供試材料

(ア)「エグゼピンクJ

(イ

'「
ェグゼパープルJ

(3)対照品種

(ア)ビ ンク色 :

「キュー トピンク」 (サカタ :中生)

「ワイル ドピンク」 (ミ ヨシ :晩生)

(イ)紫  色 :

「ニュースモールバイオレット」 (ミ ヨシ :中晩生)

特 性 草丈

品種名

1136    722

(ヌ寸Лl)   1564   1090

(対照) ll19 1  61 8

「キュー トパープルJ(サカタ :中生)

に)耕種概要
171 播 種 日 :2111D5年 8月 31日

(イ )ト レ イ :406穴 プラグトレイ
(ウ)培   土 :メ トロミックス360

・ l 定 植 日 12005年 H月 18日

(オ)栽植距離 :株間10cm、 条間12m、
4条並木植え/畦、中央 2列抜き

2 特性
「エグゼ」シリーズの品種登録出願に向けて、「エグ

ゼピンク」及び 「エグゼパープル」の半促成作型におけ

節数  茎太  分枝
数

(節) (IIIn) (本 )

花弁  花弁
長   幅
(cm)    (cm)
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(個 )
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表 4-1 エグゼシリーズの特性表 (切 り花品質)

エ グ ゼ パ ー プ ル

キ ュ ー ト ノヽ ― プ リレ (対照)
ニュースモールバイオレット (対照)

1473    978   215

1093    800   158

1063    632   130
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６

45

44

40
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286

314

47      47

40      48

50    57

表 4-2 エグゼシリーズの特性表 (花弁色の特徴)

品種名

特  性 花色数

(対照 )

(対照)

JHSカ ラー  花弁基部
チャートNo  の  色

花弁表面

の  色
緑

紫
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９
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単色   紫 ピ ン ク
単色   紫 ピ ン ク
単色   淡紫ピンク

エ グ ゼ パ ー プ ル

キ ュ ー ト パ ー プ ル

ニュースモールバイオレット

(対照 )

(対照 )

単色

単色

単色

8311

8606

8310

緑

紫

紫

紫

紫

紫

味

　
　

味

青

鮮

青

表 4-3 エグゼシリーズの特性表 (花の特徴)

特  性 花 の
タイプ

花 形 花弁先  花弁の 花弁縁 花 弁 縁 が く が  く

端の形  そ り の波打 フリンジ 長 さ ア ン ト

(cm)シ アニン

鋭形  な  し

平形  やや外曲
鋭形  やや外曲

品種名
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図 2 圃場における草姿 (左 :エグゼ ビンク、右 :エクゼパープル )

図 3 花の形態

図 4 花弁の形態

図34共 ,』
左 |ピ )ク (芹 :ェ グゼビンク 中 :ワ イルトヒンク イi:キ ュートピンク)
若 :パーブル (左 :エ グtパーフル、中 :キ ‐―トパープル イii二 ■―スモールバオレット)

の形態


